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２０２４(令和６)年度第１回伊賀市地域公共交通活性化再生協議会 

大山田地域部会 議事録 

 

■開催日時  ２０２４(令和６)年９月１９日（木） 

午後３時００分～午後４時００分 

 

■開催場所  大山田福祉センター ふれあい広場 

 

■出席者 （敬称略） 

【部会員】 

 橋本 隆  阿波地域住民自治協議会 会長 

 奥  千史 山田地域住民自治協議会 会長 

 福路 光宏 阿波地区区長会 会長 

 森下 清悟 布引地区区長部会 部会長 

 東  義彦 山田地区区長会 会長 

 福平 悟  大山田地区民生委員児童員協議会 会長 

 末廣 紀子 伊賀市社会福祉協議会地域支援課 

 中尾 彰克 伊賀市商工会大山田支所 支部長 

 

【事務局】 

交通戦略課 井上課長、西條 

大山田支所 服部支所長 

 

■傍聴人：２人 

 

■会議概要 

１．開会  

 

２．協議事項 

（１）今後の地域公共交通について 

事務局から資料１に基づき、大山田管内の公共交通について説明。 

【質疑応答】 

部会員 フリー乗降制度の利用者は多いのか。 

事務局 制度が浸透していないと思う。国道沿い以外の地域、停留所でな

くても、ルート沿いで手を挙げれば乗れる、降りれる、といった

仕組みを導入し、回覧などで周知を行っているが、なかなか知ら

れていない。便利な制度だと思うので、今後も継続的に周知を行

わないといけないと考えている。 
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部会員 自治協だよりで、イラスト入りで周知することもできるのではな

いか。市民センターにも貼ってあるが。利用する人にまず知って

もらうことが大切。 

事務局 診療所や買い物に完全に合わせたダイヤ設定なども考えていきた

い。 

 

部会員 資料１－１10ページだが、上野市駅から汁付行きバスの乗客がゼ

ロである。バスを小型化するわけにはいかないのか。 

事務局 最近、土日の阿波線は小型のバスが多い。平日は学生の利用が多

く、大型車両でないと対応できない。ただ、三重交通曰く、経費

の大部分を占めるのは人件費と燃料費であるため、車両を小型化

しても、経費が大幅に下がることはないとのことだった。 

 

部会員 どんぐり号の車両は１台かと思うが、運転手も１名か。 

事務局 ２～３名でのローテーションで対応していると思うが、運転手に

関しては、運行を受託している運行事業者（伊賀交通）の采配で

ある。 

 

部会員 三重交通が汁付に行かなくなれば、阿波は完全に交通空白地となっ

てしまうが。 

事務局 阿波線は確かに、存続が危ぶまれると以前に言ったこともあるが、

もし三重交通が運行をやめることになったとしても、これだけの学

生の利用がある以上、何らかのかたちでカバーする必要があると思

っている。後ほど報告する、大山田での交通に関するアンケート結

果を踏まえて、行政バスの運行も柔軟に考える必要がある。三重交

通のバスと行政バスをうまく組み合わせた仕組みづくりなどを考

えなければならない。 

部会員 地域によっては、川北まで自転車で出てきて、三重交通のバスを利

用したりしている。地理的な理由であるため仕方がないとは思う

が、雨の日などは大変。 

 

部会員 資料１最後のページの大山田行政サービス巡回車の「乗客１人当た

りの市負担額」1,140円以下とあるが、こういった数字はその時の

予算額によって決まるのか。 

事務局 全国的な平均値を参考としつつ、伊賀市の交通計画の中で定めた基

準。 

部会員 だんだん負担額が増えてきている。 

事務局 小学生の利用があるため、他の地域と比べるとまだ少ない方ではあ
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る。大山田はメイン道路が川沿いの１本であり、地理的に効率的な

運行がしやすい地域であると思う。たとえば阿山は在所が山谷をま

たいで点在しており動線がわかりづらく、運行ルートが難しい。 

 

部会員 三重交通のバスに対する、行政サービスと比較する数値、基準はあ

るのか。 

事務局 三重交通には独自の基準がある。平均乗車人数15人。国の補助金を

もらえる基準。阿波線は現状10人前後であり、補助金対象から外れ

てきてしまうため、三重交通単独になってしまうと、運行の継続が

難しいと言われてはいる。 

部会員 伊賀市も三重交通へいくらか負担しているのか。 

事務局 阿波線に関しては、三重交通の営業路線であるため伊賀市の負担は

ない。市が負担しているのは、諏訪・予野線や友生線など。青山町

は、桐ケ丘を走っているバスは営業路線、滝や種生、高尾、霧生に

上がっているバスは、三重交通に伊賀市が運行を委託している行政

バス。 

部会員 坂下の高校生は、大山田のバスに乗るより、青山の上津から伊賀線

に乗っていた。今はもう高校生がいないけれど。 

事務局 滝で青山の行政バスに乗り継ぎが可能であるため、大山田から青山

のバスを利用している実績もある。 

部会員 青山の住民にとって、三重交通のバスが走ることのメリットはある

のか。 

事務局 青山の住民にとっては、バスは数十年前から何も変わっていない。

三重交通のかたちのバスが走っているため、自分たちが通学・通勤

で利用していたバスが今でも同じように走っているように見える。 

 

部会員 全体的に少子化で子どもがいない。親が子どもを送り迎えする。バ

スを見ても利用者が少ない。先ほど経費はあまり変わらないと言っ

ていたが、素人目から見ると、大きなバスが走っていると、どうし

てももったいないと思ってしまう。 

事務局 よく、高校の部活動が終わる時間帯にバスの時刻を変えてほしいと

いう要望を言われるが、本当にその時間にバスが走れば、乗ってく

れるのか、というところを検討しないといけないと思う。バスで帰

ってくる子どもを待っていられるのか。 

部会員 現在、下校時刻になると、駐車場がいっぱい。子どもがいてもバス

に乗らない。 

 

部会員 自分の乗用車をタクシーみたいに使うということを、以前新聞か何
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かで見た気がするのだが。 

事務局 ライドシェアと言って、講習を受けたうえで、地域の運転できる人

が、スマホ予約を利用して送迎する仕組み。タクシー事業者が営業

していないエリアで実施が可能。タクシーエリアに入ると、通常の

タクシーを利用する必要がある。今後、運用がさらに柔軟になって

くるとは思うが。 

また、国がいう日本版ライドシェアと、地方で行っている地方版ラ

イドシェアでは、方法が異なる。日本版は、タクシーの車両不足を

補うもの。一言で「ライドシェア」と言っても多様な運用方法が存

在する。今後、さらに研究する必要がある分野。 

 

（２）大山田行政サービス巡回車のダイヤ改正について 

    事務局から資料１に基づき、変更案について説明。 

    小学校からの要望書あり。学校の下校時刻を考慮したものに。 

【質疑応答】 

部会員 回送であれば、阿波線と同じルートを走ることができるのか。 

事務局 どのルートを通ってもよい。 

１便と６便は、過去１年利用実績もない。 

 

３．報告事項 

（１）交通手段（移動手段）に関するアンケートについて 

事務局から資料３に基づき説明。 

【質疑応答】 

部会員 時間と共に刻一刻と社会状況が変わっていく。アンケートをどのよ

うに活かすか、対策をどうするか、難しいと感じている。 

事務局 現時点での利用者を重視した形態にしたいと考える。5年後10年後

に利用するかもしれない、という方のニーズは、実際利用するよう

になったときに把握しないと、本当に利用するかも不透明。 

部会員 定期的にアンケートを取らないと、ニーズは細かく変わっていく。 

とりあえず動いてみることが大切。 

 

４．その他 

（終了） 


